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連作を避け、植物体残渣などは適切に処分しましょう。 

 病害虫発生予察特殊報第１号  

平成 31年 4月 25日 

三重県病害虫防除所 

 

 本県のネギにおいて、ジャガイモクロバネキノコバエの寄生が確認されましたので、 

特殊報として発表します。 

 

 

 

1 病 害 虫 名 ： ジャガイモクロバネキノコバエ 

 学名：Pnyxia scabiei (Hopkins) 

 

2 発生確認作物 ： ネギ 

 

3 発生確認地域  ： 三重県北勢地域 

 

4 発生確認の経過 

平成 30年 12月 27日、県内のネギ露地栽培ほ場において、生育不良株が見られた

ため株を引き抜き確認したところ、地下の葉鞘部、茎盤部に寄生するハエ目幼虫が確

認された。 

この幼虫を農林水産省名古屋植物防疫所へ種の同定を依頼したところ、国立研究

開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 中央農業研究センターの有本誠氏の

遺伝子解析による同定により、ジャガイモクロバネキノコバエであることが確認された。 

これまでにジャガイモクロバネキノコバエの寄生は、県内で確認されていない。 

他県においては、北海道でゆり、ネギ、千葉県でサツマイモ、長野県でヒメユリ、群馬

県でネギ、神奈川県ではヤマノイモで本種の発生がそれぞれ確認されている。 

このため、ネギ以外にも根菜類（イモ類など）を中心とした他作物への寄生にも注意

する必要がある。 

 

5 本種の特徴 

雌成虫は無翅で体長 2.2mm程度、雄成虫は翅が短く、体長 1.5mm程度である。 

幼虫は白色を帯びた透明の体で黒色の硬い頭部を持ち、老齢幼虫の体長は 4mm

程度で、肉眼でも確認ができる大きさである。 

 

6 被害 

ネギでは、幼虫が地下部の葉鞘部や茎盤部に寄生し、食害やネギの組織内部に食

 




